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商品名　ブチルスコポラミン臭化物注20mgシリンジ「NP」 添付文書情報

一般名 ブチルスコポラミン臭化物キット 薬価 128.00

規格 20mg 1mL 1筒 区分 （劇）

製造メーカー ニプロ 販売メーカー ニプロ

薬効

1．神経系及び感覚器官用医薬品
12．末梢神経系用薬
124．鎮けい剤
1242．アトロピン系製剤

ブチルスコポラミン臭化物注20mgシリンジ「NP」の用法・用量

ブチルスコポラミン臭化物として、通常成人1回10～20mgを静脈内または皮下、筋肉内注射する。なお、年齢、症状により

適宜増減する。

ブチルスコポラミン臭化物注20mgシリンジ「NP」の効能・効果

［1］次記疾患における痙攣並びに運動機能亢進：胃潰瘍・十二指腸潰瘍、食道痙攣、幽門痙攣、胃炎、腸炎、腸疝痛、痙攣

性便秘、機能性下痢、胆のう炎・胆管炎、胆石症、胆道ジスキネジー、胃切除後の後遺症・胆のう切除後の後遺症、尿

路結石症、膀胱炎、器具挿入による尿道痙攣・膀胱痙攣における痙攣並びに運動機能亢進、月経困難症、分娩時の子宮

下部痙攣における痙攣並びに運動機能亢進。

［2］消化管X線検査及び消化管内視鏡検査の前処置。

ブチルスコポラミン臭化物注20mgシリンジ「NP」の副作用

次の副作用があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認められた場合には投与を中止するなど適切な処置を行

うこと。

1．重大な副作用：

1）ショック、アナフィラキシー（いずれも頻度不明）：悪心・嘔吐、悪寒、皮膚蒼白、血圧低下、呼吸困難、気管支攣

縮、浮腫、血管浮腫等があらわれることがある。

2．その他の副作用：

［1］眼：（0.1～5%未満）眼調節障害、（頻度不明）散瞳、閉塞隅角緑内障。

［2］消化器：（5%以上）口渇、（0.1～5%未満）悪心・嘔吐。

［3］泌尿器：（0.1～5%未満）排尿障害。

［4］精神神経系：（0.1～5%未満）頭痛、頭重感、眠気、めまい。

［5］循環器：（0.1～5%未満）心悸亢進。

［6］過敏症：（0.1%未満）発疹、（頻度不明）蕁麻疹、紅斑、そう痒症。

https://www.e-pharma.jp/
https://www.e-pharma.jp/
https://www.e-pharma.jp/druginfo/1242
https://www.e-pharma.jp/druginfo/maker/658
https://www.e-pharma.jp/search/pro?maker_code=658&rdo_maker_mode=2&pcl=2
https://www.e-pharma.jp/druginfo/1
https://www.e-pharma.jp/druginfo/12
https://www.e-pharma.jp/druginfo/124
https://www.e-pharma.jp/druginfo/1242


［7］その他：（0.1～5%未満）顔面紅潮。

ブチルスコポラミン臭化物注20mgシリンジ「NP」の使用上の注意

【禁忌】

1．出血性大腸炎の患者［腸管出血性大腸菌（O157等）や赤痢菌等の重篤な細菌性下痢患者では、症状の悪化、治療期間の

延長をきたすおそれがある］。

2．閉塞隅角緑内障の患者［抗コリン作用により眼圧が上昇し、症状を悪化させることがある］。

3．前立腺肥大による排尿障害のある患者［更に尿を出にくくすることがある］。

4．重篤な心疾患のある患者［心拍数を増加させ、症状を悪化させるおそれがある］。

5．麻痺性イレウスの患者［消化管運動を抑制し、症状を悪化させるおそれがある］。

6．本剤に対し過敏症の既往歴のある患者。

【重要な基本的注意】

1．まれにショックを起こすことがあるので、本剤の使用に際しては、救急処置の準備を行うこと。

2．投与に際し、ショック発現を完全に防止する方法はないが、出来る限り回避するために次の事項に注意すること。・ 患者

の体調について、十分に問診を行うこと。・ 注射後は、患者の状態を観察し、異常があれば直ちに救急処置を行うこと。

3．眼の調節障害、眠気、めまい等を起こすことがあるので、本剤投与中の患者には自動車の運転等危険を伴う機械の操作に

従事させないように注意すること。

【合併症・既往歴等のある患者】

1．細菌性下痢患者：治療上やむを得ないと判断される場合を除き、投与しないこと（治療期間の延長をきたすおそれがあ

る）。

2．前立腺肥大＜排尿障害を除く＞のある患者：尿を出にくくすることがある。

3．うっ血性心不全のある患者：心拍数を増加させ、症状を悪化させるおそれがある。

4．不整脈のある患者：心拍数を増加させ、症状を悪化させるおそれがある。

5．潰瘍性大腸炎の患者：中毒性巨大結腸を起こすおそれがある。

6．甲状腺機能亢進症の患者：心拍数を増加させ、症状を悪化させるおそれがある。

7．高温環境にある患者：汗腺分泌を抑制し、体温調節を障害するおそれがある。

8．開放隅角緑内障の患者：抗コリン作用により眼圧が上昇し、症状を悪化させることがある。

【妊婦】

妊婦又は妊娠している可能性のある女性には、治療上の有益性が危険性を上回ると判断される場合にのみ投与すること。

【授乳婦】

治療上の有益性及び母乳栄養の有益性を考慮し、授乳の継続又は中止を検討すること。



【小児等】

小児等を対象とした臨床試験は実施していない。

【高齢者】

慎重に投与すること（前立腺肥大を伴っている場合が多い）。

【相互作用】

2．併用注意：

［1］抗コリン作用を有する薬剤（三環系抗うつ剤、フェノチアジン系薬剤、モノアミン酸化酵素阻害剤、抗ヒスタミン

剤等）［抗コリン作用＜口渇・眼の調節障害・心悸亢進等＞が増強することがある（併用により本剤の作用が増強

されることがある）］。

［2］ドパミン拮抗剤（メトクロプラミド等）［相互に消化管における作用を減弱するおそれがある（本剤は消化管運動

を抑制するため、ドパミン拮抗剤の消化管運動亢進作用と拮抗する）］。

【過量投与】

1．症状：過量投与時、口渇、眼調節障害、せん妄、心悸亢進、血圧上昇等を引き起こす可能性がある。

2．処置：過量投与時、必要に応じ、副交感神経興奮薬の投与を行うこと。

【適用上の注意】

1．全般的な注意：使用時には、次の点に注意すること。・ 感染に対する配慮をすること。・ シリンジが破損するおそれが

あるので、シリンジを鉗子等で叩くなど、強い衝撃を与えないこと。・ 押子（プランジャー）が外れたり、ガスケットが

変形し薬液が漏出したりするおそれがあるので押子のみを持たないこと。・ 押子を反時計回りに回転させると接続にゆる

みが生じ、ガスケットから押子が外れるおそれがあるので、押子を反時計回りに回転させないこと。・ 押子を引かないこ

と。

2．薬剤投与時の注意：

1）使用に際しては、ブリスター包装を開封口からゆっくり開け、外筒（バレル）を持って取り出すこと。

2）押子の緩みがないか確認すること（緩みが認められた場合は、押子を時計回りに回転させ締め直すこと）。

3）筒先のキャップをゆっくり回転させながら外して、注射針等に確実に接続すること（キャップを外した後は、筒先に

触れないこと）。

4）注射針等を接続する場合は誤刺に注意し、しっかりと固定すること。

5）静脈内投与：静脈内注射にあたっては患者の状態を観察しながらゆっくり注射すること。

6）皮下・筋肉内投与：動物試験で局所充血、局所出血、局所変性等の局所障害が認められるので皮下、筋肉内注射にあ

たっては、組織・神経等への影響を避けるため、次の点に注意すること。・ 皮下・筋肉内投与時神経走行部位を避け

るよう注意すること。・ 皮下・筋肉内投与時、繰り返し注射する場合には、例えば左右交互に注射するなど、注射部

位を変えて行うこと。なお、乳幼小児には皮下・筋肉内投与を連用しないことが望ましい。・ 注射針を刺入したとき、

激痛を訴えたり、血液の逆流をみた場合は、直ちに針を抜き、部位を変えて注射すること。

3．薬剤投与後の注意：開封後の使用は1回限りとし、使用後の残液はシリンジとともに速やかに廃棄すること。

【取扱い上の注意】

1．品質保持のために脱酸素剤を封入しているため、ブリスター包装は使用直前まで開封しないこと。

2．次の場合には使用しないこと。・ ブリスター包装が破損している場合には使用しないこと。・ シリンジから薬液が漏れ



ている場合には使用しないこと。・ 性状その他薬液に異状が認められる場合には使用しないこと。・ シリンジに破損等

の異状が認められる場合には使用しないこと。・ キャップが外れている場合には使用しないこと。

【保管上の注意】

室温保存。

Copyright© 2005-2025 e-pharma All rights reserved.

http://www.data-index.co.jp/products/

	ブチルスコポラミン臭化物注20mgシリンジ「NP」添付文書情報
	医薬品基本情報
	用法・用量
	効能・効果
	副作用
	使用上の注意


